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研究成果の概要（和文）：物の操作を非言語的な尺度として、ヒトとチンパンジーなどの大型類人猿の認知発達につい
て直接比較をおこなった。物理的な知性の観点でヒトとチンパンジーの類似性が示された一方、社会的な参照を必要と
する課題や見えないものを補完する能力ではヒト幼児の優位性が示された。飼育下での認知実験と、野生での行動観察
を組み合わせた、大型類人猿4種とヒトの種間比較から、認知発達にかんする基礎的データを得ることができた。

研究成果の概要（英文）：Cognitive development in humans and great apes was assessed and directly compared 
by focusing on the patterns of object manipulation. The performance of chimpanzees was comparable to that 
of humans in the domain of physical intelligence. However, human children showed higher level of 
competence in the tasks requiring social referencing and completing the missing parts. The present 
research succeeded to gain fundamental data on comparative cognitive development in humans and four 
species of great apes by combining methodologies of cognitive experiments in captivity and behavioral 
observation in the wild.

研究分野：比較認知発達
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は、主にチンパンジーとヒトの
認知発達について、物の操作を指標とした直
接比較研究をおこなってきた。手で物を操作
する能力は、ヒトを含む霊長類に共通する特
徴である。物の操作を共通の比較尺度として
用いることで、霊長類の認知機能を非言語的
にはかることができる。 
 チンパンジーとヒトの認知発達を比較し
た研究から、両種の類似点と相違点が明らか
になりつつある。チンパンジーの母親が育て
た場合には、道具使用行動の基盤となる「定
位操作」がヒトと比肩しうる 1歳前の早い時
期からチンパンジーでも出現することがわ
かった。チンパンジーでは、野生でも頻繁に
観察される物を穴に入れるという定位操作
の出現は早いものの、積木をつむという定位
操作はヒトに比べると遅く出現するという
ことがわかった。積木の形を変えて、定位操
作の文脈で物理的な特性の理解をはかる課
題では、チンパンジーが 2-3歳のヒトの子ど
もに相当するような操作行動をおこなうこ
とがわかった。一方で、積木を他者が作った
お手本と同じ色の順番でつむという、社会
的・恣意的なルールを学習することは、チン
パンジーにとって困難だった。 
 階層性のある定位操作や道具使用を詳細
に分析するため、物の操作を一連の文字列と
して時系列にそって記述する方法を考案し、
行為の文法の観点から分析をおこなった。入
れ子構造をもつ円形のカップをかさねる課
題では、チンパンジーとヒトで共通して試行
錯誤的に正解にたどりつくという発達段階
があることが示された。 
 飼育下チンパンジーにおける研究だけで
なく、野生のチンパンジーの道具使用行動な
どに着目した研究や、オランウータンの野生
復帰プログラムへの参与も開始した。 
 
２．研究の目的 
 従来の物の操作課題に加えて、新たな課題
を導入して、物の操作を指標とした課題項目
の拡充をおこない包括的な比較認知発達ス
ケールとして確立することを目的とした。さ
らにヒト健常幼児やチンパンジー以外にも
適用対象を広げて、ヒトと大型類人猿におけ
る物にかかわる知性の進化についても明ら
かにすることを目的とした。飼育下での対面
実験だけでなく、野生での行動観察もおこな
うことで、心の理論と対置されるような「物
の理論」の発達と進化について考察した。 
 
３．研究の方法 
 飼育下のチンパンジーやオランウータン
を対象とした対面課題をおこなって、ヒト幼
児との直接比較が可能な形でデータを収集
し、分析をおこなった。二次元平面上に色や
形の異なる積木を自由配置する課題を中心
に、積木や入れ子のカップを用いた認知課題
をおこなった。同室しての対面場面における

課題の実施は現在中断しているが、物の操作
を指標とした認知研究は継続しておこなっ
ている。 
平成 23 年度は、コンゴ民主共和国・ワン
バにくらす野生ボノボの調査をおこなった。
チンパンジーとボノボは非常に近縁である
にもかかわらず、道具使用行動や社会的行動
において大きな種差が見られ、ヒトの進化の
要因を探るうえで非常に示唆に富んでいる。
また、調査中に観察した罠にかかった動物に
対するボノボの行動について、道具使用やメ
ス個体の関与などの観点からチンパンジー
との比較をおこない、英語論文として投稿し
た。チンパンジーはオスが集団で狩りをして、
肉食をおこなうこともある。また、チンパン
ジーは野生でも様々な文脈で多様な道具を
使う。しかし、ボノボは、罠にかかって逃げ
ることができない動物を殺すことも傷つけ
ることもなく、10 分ほどでその場を立ち去っ
た。子どもをつれたメスが動物に近づくなど
の積極的関与をおこなうこともあった。そし
て、ボノボが道具を使って動物にかかわる行
動は一度も観察されなかった。同所他種との
かかわり方に、明確なチンパンジーとボノボ
の種差が見られたことを報告した。 

平成 24 年度は、四肢麻痺を発症したチン
パンジーの行動の長期回復過程についてま
とめ、学会での公表をおこなうとともに論文
として投稿した。四肢麻痺の発症から約 1年
間、無人の場面ではつねに寝ている姿勢のみ
だったが、それ以降は、徐々に自力で体を起
こして座っている時間が増加した。また、狭
い治療ケージから広いリハビリ部屋へと環
境が変化することで、体を起こしている時間
はより長くなった。ヒトがチンパンジーと同
室して、遊びの文脈で拘縮している関節を動
かすリハビリや、認知実験を利用した歩行リ
ハビリの試みもおこなっている。 
平成 25 年度は、研究代表者が継続して参
与しているチンパンジーの認知研究プロジ
ェクトから得られた知見と、自身の子を対象
とした観察と認知課題の実施から得られた
知見との比較をおこない公表した。日常の行
動観察と認知発達課題を併用することで、物
の操作や道具使用の進化や、ヒト化の要因、
およびヒトの発達・育児への示唆などについ
て、多角的な視点から検討をおこなった。と
くに、認知発達の基盤となる母子関係の重要



性が再確認された。飼育下の大型類人猿では
母親が育児に問題を抱える事例が約半数と
いわれる。このような事例に、ヒトが積極的
に介入してでも母親に子育てをおこなうき
っかけを与えることが、将来的な子どもの認
知発達によい影響を及ぼす可能性について、
国内外の飼育関係者に広く訴えていくこと
が重要と考えている。 
平成 26 年度には、対面場面でおこなった
チンパンジーとヒトの描画行動について、同
一の課題場面を設定して直接比較した結果
について、共著者として成果発表をおこなっ
た。チンパンジーは、手の動きをうまくコン
トロールして描かれた線をなぞることでき
た。しかし、チンパンジーではヒト幼児と異
なり、片方の目がない顔の線画を見て、欠け
ている目を補って描くことはなかった。ない
ものを補完するという認知能力の有無が、ヒ
トとチンパンジーの大きな違いである可能
性が示唆された。また、国際会議において、
マレーシアのオランウータン研究に関する
シンポジウムを企画し、継続して参与してい
るオランウータンの野生復帰プロジェクト
の成果を公表した。このシンポジウムをもと
に、国際学術誌で特集号の企画を提案して承
認され、現在投稿・編集の作業をおこなって
いる。 
飼育下での認知課題、野外・集団場面での
行動観察という手法を組み合わせ、ヒトと大
型類人猿を対象とした認知発達研究を総合
的に推進した。これにより、ヒトと大型類人
猿の認知発達について、物の操作の発達とい
う視点から基礎的なデータを得ることがで
きた。 

 
 

４．研究成果 
 研究期間中に、査読がある国際学術誌への
英語論文は計 7件（うち研究代表者が第一著
者となったものは 2件）だった。また、研究
代表者が第一著者となった国内学術誌にお
ける日本語総説が、13 件公表されている。9
件の招待講演を含む学会等での発表は、研究
代表者が第一発表者となったもののみで 21
件あった。これらの発表の中で、英語での発
表が 11 件、海外で成果発表をおこなったも
のが 4 件あった。また、図書の分担執筆が、
英語で 2件、日本語で 3件あった。 
本研究課題の成果として、すでに投稿をお
こなった英語論文もこの他に 3件あり、全体
としては十分な成果をあげることができた
と評価することができる。日本語の総説とい
う形で、妊娠・出産から生後 2年間までのヒ
トの子どもの発達をチンパンジーと比較し
て、3 か月おきの連載として一般向けの研究
成果発信をおこなっている。また、一般向け
の講演会もおこない、研究成果の社会への還
元につとめている。 
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